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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの歯を介して、振動を伝導する装置であって、
　ハウジングであって、該ハウジングは、該少なくとも１つの歯の解剖学的な修正を必要
とすること、または該少なくとも１つの歯に結合することなしに、該少なくとも１つの歯
を係合するように構成されている、ハウジングと、
　該ハウジング内または該ハウジング上に配置され、該少なくとも１つの歯の表面に振動
を伝達するように構成されている変換器と、
　該変換器に結合され、該ハウジングに対し可動である質量要素であって、それによって
、該質量要素の運動は、該少なくとも１つの歯の表面を介して伝達可能な力を生成する、
質量要素と
　を備え、該変換器は、該変換器の第１の表面に沿って配置された可撓性キャップを備え
、その結果、該質量要素は、該可撓性キャップを介して該変換器に結合され、それによっ
て、該変換器の振動は、該変換器の振動の方向を横切る方向に該質量要素を振動させる、
装置。
【請求項２】
　前記ハウジングは、前記少なくとも１つの歯の互いに対向する面に対してしっかりとし
た態様で載置されるように構成されている少なくとも２つのアーム部材と、該２つのアー
ム部材を結合するスパン部材とを備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ハウジングは、前記少なくとも１つの歯に着脱可能に固定できる、請求項２に記載
の装置。
【請求項４】
　前記スパン部材は、前記少なくとも１つの歯の後面に対して載置されるように構成され
ている、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記ハウジングは、前記少なくとも１つの歯の第１の側面に対して載置されるように構
成されている少なくとも第１のアーム部材と、該歯の第２の側面に対して載置されるよう
に構成されている少なくとも第２のアーム部材と、該第１のアーム部材と該第２のアーム
部材とを結合するスパン部材とを備え、前記変換器は、該第２のアーム部材と振動連絡す
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る、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記第２のアーム部材と前記変換器との間に配置された反射層をさらに備えている、請
求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記ハウジングは、前記少なくとも１つの歯と適合する口腔内装置を備えている、請求
項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記ハウジング内または該ハウジング上に配置され、前記変換器と連絡する電子アセン
ブリをさらに備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記電子アセンブリは、前記ハウジング内に封入される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記電子アセンブリは、前記変換器と電気的な連絡をする電源をさらに備えている、請
求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記電源は、バッテリを備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記電源は、充電可能である、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記電源は、インダクタンスによって充電可能である、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記電子アセンブリは、前記変換器と電気的な連絡をするプロセッサをさらに備えてい
る、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　前記電子アセンブリは、聴覚信号を受信し、前記プロセッサと電気的な連絡をするマイ
クロホンをさらに備えている、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記電子アセンブリは、外部に配置された送信機アセンブリと無線通信する受信機をさ
らに備えている、請求項８に記載の装置。
【請求項１７】
　前記変換器は、前記ハウジングの外面に沿って配置される、請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記変換器は、前記少なくとも１つの歯の表面に対し、前記ハウジングの内面に沿って
配置される、請求項１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記変換器と前記少なくとも１つの歯の表面との間に配置される結合層をさらに備える
、請求項１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ハウジング内または該ハウジング上に配置され、前記少なくとも１つの歯または少
なくとも第２の歯の第２の表面と振動連絡するように構成されている少なくとも１つの追
加の変換器をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２１】
　前記変換器は、前記少なくとも１つの歯の舌面と振動連絡するように構成されている、
請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
　前記変換器は、前記少なくとも１つの歯の頬面と振動連絡するように構成されている、
請求項１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記変換器は、前記少なくとも１つの歯の咬合表面と振動連絡するように構成されてい
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る、請求項１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記変換器は、該変換器に対し自由に移動可能な前記質量要素を有する電磁変換器を備
える、請求項１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記変換器は、該変換器に対し繋留される前記質量要素を有する電磁変換器を備える、
請求項１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記変換器は、該変換器の全長を横切る方向に振動するように構成されている圧電変換
器を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記変換器は、該変換器の全長に対し、伸長方向に振動するように構成されている圧電
変換器を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２８】
　前記変換器は、該変換器の互いに対向する面が対向する方向に振動するように、せん断
モードで振動するように構成されている圧電変換器を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２９】
　前記変換器は、曲げモードで振動するように構成されているユニモルフまたはバイモル
フの複合変換器を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３０】
　前記変換器は、対称的に構成されている複合変換器を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３１】
　前記変換器は、該変換器の第１の端部で前記質量要素に結合され、該変換器は、該変換
器の第２の端部で前記ハウジングにさらに結合される、請求項１に記載の装置。
【請求項３２】
　前記変換器は、該変換器の中心で前記質量要素に結合され、該変換器は、該変換器の外
周の周囲で前記ハウジングにさらに結合される、請求項１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記変換器に隣接して配置される少なくとも１つのコイルをさらに備え、それによって
、該コイルを通る電流の誘導は、該変換器内の振動を誘導する、請求項１に記載の装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つの歯の表面を介して伝達される力は、着目周波数範囲にわたって一
定である、請求項１に記載の装置。
【請求項３５】
　聴覚信号を処理するためのプロセッサをさらに備え、該プロセッサは、前記変換器と通
信する、請求項１に記載の装置。
【請求項３６】
　前記プロセッサは、前記変換器と電気的に連絡する、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記プロセッサは、前記変換器と無線通信する、請求項３５に記載の装置。
【請求項３８】
　前記装置は、歯肉組織の少なくとも一部に対して適合する、請求項１に記載の装置。
【請求項３９】
　前記装置は、一体化されたアセンブリとして構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項４０】
　前記ハウジングはポリマー材料を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項４１】
　少なくとも１つの歯を介して振動を伝導する方法であって、
　ハウジングと、該ハウジング内または該ハウジング上に配置される変換器とを備える装
置を提供することと、
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　ユーザの該少なくとも１つの歯の上に該ハウジングを配置することであって、該ハウジ
ングは、該少なくとも１つの歯の解剖学的な修正を必要とすることも、該少なくとも１つ
の歯に結合することもなしに、該少なくとも１つの歯と係合するように構成されている、
ことと、
　該ユーザによって知覚される聴覚信号に対応する電子信号を受信することと、
　該変換器に結合される質量要素が該ハウジングに対し振動するように、変換器を作動さ
せることであって、該変換器は、該電子信号に従って振動し、さらに、作動させることは
、該変換器の第１の表面に沿って配置された可撓性キャップを作動させることを含み、そ
の結果、該質量要素が該可撓性キャップを介して該変換器に結合され、それによって該変
換器の振動が、該変換器の振動の方向を横切る方向に、該質量要素を振動させる、ことと
、
　該少なくとも１つの歯の少なくとも１つの表面に該変換器からの振動を伝達することと
　を含む、方法。
【請求項４２】
　配置することは、前記変換器が前記少なくとも１つの歯との間の振動連絡を維持するよ
うに、該少なくとも１つの歯の少なくとも１つの表面との間の接触を維持することを含む
、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　電子信号を受信することは、マイクロホンを介して、前記聴覚信号を受信することをさ
らに含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　配置することは、前記変換器と前記少なくとも１つの歯の表面との間に界面層を配置す
ることを含み、該界面層を介して振動連絡が維持される、請求項４１に記載の方法。
【請求項４５】
　配置することは、前記少なくとも１つの歯の舌面または頬面に対し、前記変換器を接触
させることを含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４６】
　配置することは、前記少なくとも１つの歯の後面に対し、前記変換器を接触させること
を含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４７】
　電子信号を受信することは、該電子信号をアクチュエータに伝達することをさらに含む
、請求項４１に記載の方法。
【請求項４８】
　伝達することは、前記電子信号を前記アクチュエータに無線で伝達することを含む、請
求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　変換器を作動させることは、電磁変換器を作動させることを含む、請求項４１に記載の
方法。
【請求項５０】
　変換器を作動させることは、圧電変換器を作動させることを含む、請求項４１に記載の
方法。
【請求項５１】
　前記圧電変換器を作動させることは、電流を該変換器に印加し、該変換器の全長を横切
る方向に該変換器を振動させることを含む、請求項５０に記載の方法。
【請求項５２】
　前記圧電変換器を作動させることは、電流を該変換器に印加し、該変換器の全長に対し
、伸長方向に該変換器を振動させることを含む、請求項５０に記載の方法。
【請求項５３】
　前記圧電変換器を作動させることは、電流を該変換器に印加し、該変換器の互いに対向
する面が対向する方向に振動するように、せん断モードで該変換器を振動させることを含



(5) JP 2009-538715 A5 2010.8.5

む、請求項５０に記載の方法。
【請求項５４】
　前記変換器を作動させることは、ユニモルフまたはバイモルフの複合変換器を作動させ
て、曲げモードで振動させることを含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項５５】
　前記変換器を作動させることは、対称的に構成されている複合変換器を作動させること
を含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項５６】
　前記変換器を作動させることは、該変換器の第２の端部で前記ハウジングに結合される
該変換器によって、該変換器の第１の端部で結合される前記質量要素を作動させることを
含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項５７】
　前記変換器を作動させることは、該変換器の外周の周囲で前記ハウジングに結合される
該変換器によって、該変換器の中心に結合される前記質量要素を作動させることを含む、
請求項４１に記載の方法。
【請求項５８】
　前記変換器を作動させることは、該変換器が振動するように、該変換器に隣接して配置
される少なくとも１つのコイルを通る電流を誘導することを含む、請求項４１に記載の方
法。
【請求項５９】
　前記変換器を作動させることは、前記少なくとも１つ歯または少なくとも第２の歯の少
なくとも第２の表面に対し振動するように、少なくとも１つの追加の変換器を作動させる
ことを含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項６０】
　前記振動を伝達することは、前記少なくとも１つの歯の表面を介して、着目周波数範囲
にわたって一定の力を伝達することを含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項６１】
　前記装置は、歯肉組織の少なくとも一部に対して適合する、請求項４１に記載の方法。
【請求項６２】
　前記装置は、一体化されたアセンブリとして構成されている、請求項４１に記載の方法
。
【請求項６３】
　前記ハウジングはポリマー材料を含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項６４】
　少なくとも１つの歯を介して振動を伝導する装置であって、
　第１のアーム部材および第２のアーム部材を介して、少なくとも１つの歯の互いに対向
する面に沿って固定されるようにそれぞれが構成されている第１のハウジングおよび第２
のハウジングであって、該アーム部材が、それぞれの表面に対ししっかりと押圧される、
第１のハウジングおよび第２のハウジングと、
　該第１のハウジング内または該第１のハウジング上に配置され、該少なくとも１つの歯
と振動連絡するように構成されている変換器であって、その結果、該変換器によって生成
された力が、該少なくとも１つの歯を介して伝達可能である、変換器と、
　該第２のハウジング内に配置される電子アセンブリと、
　該変換器に結合され、該第１のハウジングに対して移動可能である質量要素と
　を備える、装置。
【請求項６５】
　前記第１のアーム部材および前記第２のアーム部材は、互いに向かって付勢されるよう
に構成され、その結果、該アーム部材は、それぞれの表面に対ししっかりと押圧される、
請求項６４に記載の装置。
【請求項６６】
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　前記第１のアーム部材および前記および第２のアーム部材は、少なくとも１つのスパン
部材を介して接続される、請求項６４に記載の装置。
【請求項６７】
　前記スパン部材は、前記少なくとも１つの歯の後面に対し載置されるように構成されて
いる、請求項６６に記載の装置。
【請求項６８】
　前記スパン部材は、前記少なくとも１つの歯の咬合表面に対し載置されるように構成さ
れている、請求項６６に記載の装置。
【請求項６９】
　前記第１のアーム部材は、前記少なくとも１つの歯の舌面または頬面に対し載置される
ように構成されている、請求項６４に記載の装置。
【請求項７０】
　前記第１のハウジングおよび前記第２のハウジングは、前記少なくとも１つの歯に着脱
可能に固定できる、請求項６４に記載の装置。
【請求項７１】
　前記変換器と前記少なくとも１つの歯との間に配置されるインピーダンス整合層をさら
に備える、請求項６４に記載の装置。
【請求項７２】
　前記変換器と前記少なくとも１つの歯との間に配置される反射層をさらに備える、請求
項６４に記載の装置。
【請求項７３】
　前記変換器は、前記第１のハウジングの外面に沿って配置される、請求項６４に記載の
装置。
【請求項７４】
　前記変換器は、前記少なくとも１つの歯に対し、前記第１のハウジングの内面に沿って
配置される、請求項６４に記載の装置。
【請求項７５】
　前記第１のハウジング内または該第１のハウジング上に配置され、前記少なくとも１つ
の歯と振動連絡するように構成されている少なくとも１つの追加の変換器をさらに備える
、請求項６４に記載の装置。
【請求項７６】
　前記変換器は、前記少なくとも１つの歯の少なくとも舌面と振動連絡する、請求項６４
に記載の装置。
【請求項７７】
　前記変換器は、前記少なくとも１つの歯の頬面に振動を伝達するように構成されている
、請求項６４に記載の装置。
【請求項７８】
　前記変換器は、前記少なくとも１つの歯の咬合表面に振動を伝達するように構成されて
いる、請求項６４に記載の装置。
【請求項７９】
　前記変換器は、電磁変換器を備え、前記質量要素は、該変換器に対し自由に移動可能で
ある、請求項６４に記載の装置。
【請求項８０】
　前記変換器は、電磁変換器を備え、前記質量要素は、該変換器に対し繋留される、請求
項６４に記載の装置。
【請求項８１】
　前記変換器は、該変換器の全長を横切る方向に振動するように構成されている圧電変換
器を備える、請求項６４に記載の装置。
【請求項８２】
　前記変換器は、該変換器の全長に対し伸長方向に振動するように構成されている圧電変
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換器を備える、請求項６４に記載の装置。
【請求項８３】
　前記変換器は、該変換器の互いに対向する面が対向する方向に振動するように、せん断
モードで振動するように構成されている圧電変換器を備える、請求項６４に記載の装置。
【請求項８４】
　前記第１のハウジングおよび／または前記第２のハウジングは、歯肉組織の少なくとも
一部に対して適合する、請求項６４に記載の装置。
【請求項８５】
　前記装置は、一体化されたアセンブリとして構成されている、請求項６４に記載の装置
。
【請求項８６】
　前記第１のハウジングおよび／または前記第２のハウジングは、ポリマー材料を含む、
請求項６４に記載の装置。
【請求項８７】
　少なくとも１つの歯を介して振動を伝導する方法であって、
　装置を提供することであって、該装置は、第１のハウジングと、第２のハウジングと、
該第１のハウジング内または該第１のハウジング上に配置された変換器と、該変換器に結
合され、該第１のハウジングに対して移動可能である質量要素と、該第２のハウジング内
または該第２のハウジング上に配置される電子アセンブリとを有する、ことと、
　第１のアーム部材および第２のアーム部材を介して、該少なくとも１つの歯の互いに対
向する面に沿って該第１のハウジングおよび該第２のハウジングをそれぞれ固定すること
であって、該アーム部材は、該少なくとも１つの歯の互いに対向する面に対し、それぞれ
、しっかりと押圧される、ことと、
　該変換器が該第１のハウジングに対し振動するように、該変換器を作動させることと、
　該少なくとも１つの歯の少なくとも１つの表面に該変換器からの振動を伝達することと
　を含む、方法。
【請求項８８】
　固定することは、前記少なくとも１つの歯の頬面に沿って、前記第１のアーム部材を配
置することを含む、請求項８７に記載の方法。
【請求項８９】
　前記少なくとも１つの歯の舌面に沿って、前記第２のアーム部材を配置することをさら
に含む、請求項８８に記載の方法。
【請求項９０】
固定することは、前記変換器が前記少なくとも１つの歯に対し固定されるように、前記第
１のアーム部材および前記第２のアーム部材を互いに向かって付勢することを含む、請求
項８７に記載の方法。
【請求項９１】
　前記変換器を作動させる前に、ユーザによって知覚される聴覚信号に対応する電子信号
を受信することをさらに含む、請求項８７に記載の方法。
【請求項９２】
　前記変換器を作動させることは、前記電子信号に従って、該変換器を振動させることを
含む、請求項９１に記載の方法。
【請求項９３】
　作動させることは、電磁変換器を作動させることを含む、請求項８７に記載の方法。
【請求項９４】
　作動させることは、圧電変換器を作動させることを含む、請求項８７に記載の方法。
【請求項９５】
　伝達することは、振動連絡が維持されるように、前記変換器と前記少なくとも１つの歯
の表面との間に配置される界面層を介して振動させることを含む、請求項８５に記載の方
法。
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【請求項９６】
　前記第１のハウジングおよび／または前記第２のハウジングは、歯肉組織の少なくとも
一部に対して適合する、請求項８７に記載の方法。
【請求項９７】
　前記装置は、一体化されたアセンブリとして構成されている、請求項８７に記載の方法
。
【請求項９８】
　前記第１のハウジングおよび／または前記第２のハウジングは、ポリマー材料を含む、
請求項８７に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　１つ以上の歯に沿って、またはそれらに対し配置される変換器およびハウジングアセン
ブリに加え、変換器アセンブリは、別様に、ユーザの口蓋に隣接またはそれに沿って載置
するために構成される、リテーナ状構造に沿って搭載することができる。アーチは、ユー
ザの歯列の反対側の歯の舌面に対し載置するためのアーチから延在するように構成される
、結合部分間に延在することができる。変換器アセンブリを直接歯上で利用するのではな
く、変換器は、変換器の伸長振動が、結合部分を通して、ユーザの歯内に伝達するために
、アーチに沿って振動を伝導するように、アーチに沿って着脱可能にまたは永久に、一体
化することができる。別様に、１つ以上の変換器は、アーチに沿って配置され、ユーザの
口蓋骨を通して振動を直接伝導するように作動することができる。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　少なくとも１つの歯を介して、振動を伝導する装置であって、
　該少なくとも１つの歯の少なくとも一部に適合した形状を有するハウジングと、
　該ハウジングの中またはその上に配置され、該少なくとも１つの歯の表面と振動連絡す
る変換器と、
　該変換器に結合され、かつ、該ハウジングに対し可動である質量要素であって、それに
よって、該質量要素の運動は、該少なくとも１つの歯の表面を介して伝達可能な力を生成
する、質量要素と
　を備える、装置。
（項目２）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯の対向する面に対し、堅固な態様で載置さ
れるように構成される少なくとも２つのアーム部材と、該２つのアーム部材を結合するス
パン部材とを備える、項目１に記載の装置。
（項目３）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯に着脱可能に固定できる、項目２に記載の
装置。
（項目４）
　上記スパン部材は、上記少なくとも１つの歯の後面に対し載置されるように構成される
、項目２に記載の装置。
（項目５）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯の第１の側面に対し載置されるように構成
される少なくとも第１のアーム部材と、該第１および第２のアーム部材を結合するスパン
部材から延在する少なくとも第２のアーム部材とを備え、それによって、上記変換器の作
動は、そこに取り付けられる上記質量要素で該第２のアーム部材を動かす、項目１に記載
の装置。
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（項目６）
　上記第２のアーム部材と上記変換器との間に配置された反射層をさらに備える、項目５
に記載の装置。
（項目７）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯と適合した形状を有する口腔内装置を備え
る、項目１に記載の装置。
（項目８）
　上記ハウジングの中または上に配置され、上記変換器と通信する電子アセンブリをさら
に備える、項目１に記載の装置。
（項目９）
　上記電子アセンブリは、上記ハウジング内に封入される、項目８に記載の装置。
（項目１０）
　上記電子アセンブリは、変換器と電気通信する電源をさらに備える、項目８に記載の装
置。
（項目１１）
　上記電源は、バッテリを備える、項目１０に記載の装置。
（項目１２）
　上記電源は、充電可能である、項目１０に記載の装置。
（項目１３）
　上記電子アセンブリは、上記変換器と電気通信するプロセッサをさらに備える、項目８
に記載の装置。
（項目１４）
　上記電子アセンブリは、聴覚信号を受信し、上記プロセッサと電気通信するマイクロホ
ンをさらに備える、項目１３に記載の装置。
（項目１５）
　上記電子アセンブリは、外部に配置された送信機アセンブリと無線通信する受信機をさ
らに備える、項目８に記載の装置。
（項目１６）
　上記変換器は、上記ハウジングの外面に沿って配置される、項目１に記載の装置。
（項目１７）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の表面に対し、上記ハウジングの内面に沿って
配置される、項目１に記載の装置。
（項目１８）
　上記変換器と上記少なくとも１つの歯の表面との間に配置される結合層をさらに備える
、項目１に記載の装置。
（項目１９）
　上記ハウジングの中または上に配置され、上記少なくとも１つの歯の第２の表面と振動
連絡する少なくとも１つの追加の変換器をさらに備える、項目１に記載の装置。
（項目２０）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の舌面と振動連絡する、項目１に記載の装置。
（項目２１）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の頬面と振動連絡する、項目１に記載の装置。
（項目２２）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の咬合表面と振動連絡する、項目１に記載の装
置。
（項目２３）
　上記変換器は、該変換器に対し自由に移動可能な上記質量要素を有する電磁変換器を備
える、項目１に記載の装置。
（項目２４）
　上記変換器は、該変換器に対し繋留される上記質量要素を有する電磁変換器を備える、
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項目１に記載の装置。
（項目２５）
　上記変換器は、該変換器の全長を横断する方向に振動するように構成される圧電変換器
を備える、項目１に記載の装置。
（項目２６）
　上記変換器は、該変換器の全長に対し、伸長方向に振動するように構成される圧電変換
器を備える、項目１に記載の装置。
（項目２７）
　上記変換器は、該変換器の対向する面が反対方向に振動するように、せん断モードで振
動するように構成される圧電変換器を備える、項目１に記載の装置。
（項目２８）
　上記変換器は、曲げモードで振動するように構成されるユニモルフまたはバイモルフの
複合変換器を備える、項目１に記載の装置。
（項目２９）
　上記変換器は、対称的に構成される複合変換器を備える、項目１に記載の装置。
（項目３０）
　上記変換器は、該変換器の第１の端部で上記質量に結合され、該変換器は、該変換器の
第２の端部で上記ハウジングにさらに結合される、項目１に記載の装置。
（項目３１）
　上記変換器は、該変換器の中心で上記質量に結合され、該変換器は、該変換器の外周の
周囲で上記ハウジングにさらに結合される、項目１に記載の装置。
（項目３２）
　上記変換器は、該変換器の第１の表面に沿って配置される可撓性キャップを備えること
により、上記質量要素が、該可撓性キャップを介して該変換器に結合され、そのことによ
って、該変換器の振動は、該質量要素が該変換器の振動の方向を横断する方向に振動する
ことを誘導する、項目１に記載の装置。
（項目３３）
　上記変換器に隣接して配置される少なくとも１つのコイルをさらに備え、それによって
、該コイルを流れる電流の誘導は、該変換器内の振動を誘導する、項目１に記載の装置。
（項目３４）
　上記少なくとも１つの歯の表面を介して伝達される力は、着目周波数範囲にわたって一
定である、項目１に記載の装置。
（項目３５）
　聴覚信号を処理するためのプロセッサをさらに備え、該プロセッサは、上記変換器と通
信する、項目１に記載の装置。
（項目３６）
　上記プロセッサは、上記変換器と電気通信する、項目３５に記載の装置。
（項目３７）
　上記プロセッサは、上記変換器と無線通信する、項目３５に記載の装置。
（項目３８）
　少なくとも１つの歯を介して、振動を伝導する方法であって、
　少なくとも１つの歯の上にハウジングを配置することであって、それによって、該ハウ
ジングは、該歯の少なくとも一部に適合した形状を有する、ことと、
　ユーザによって知覚される聴覚信号に対応する電子信号を受信することと、
　変換器に結合される質量要素が、該ハウジングに対し振動するように、該ハウジングの
中または上に配置される変換器を作動させることであって、該変換器は、該電子信号に従
って振動する、ことと、
　該歯の少なくとも１つの表面に振動を伝達することと
　を備える、方法。
（項目３９）
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　配置することは、上記変換器が振動連絡を維持するように、上記歯の少なくとも１つの
表面との間の接触を維持することを備える、項目３８に記載の方法。
（項目４０）
　電子信号を受信することは、マイクロホンを介して、上記聴覚信号を受信することをさ
らに備える、項目３８に記載の方法。
（項目４１）
　配置することは、それを介して振動連絡が維持される上記変換器と上記歯の表面との間
の界面層を配置することを備える、項目３８に記載の方法。
（項目４２）
　配置することは、上記歯の舌面または頬面に対し、上記変換器を接触させることを備え
る、項目３８に記載の方法。
（項目４３）
　配置することは、上記歯の後面に対し、上記変換器を接触させることを備える、項目３
８に記載の方法。
（項目４４）
　電子信号を受信することは、上記電子信号を上記アクチュエータに伝達することをさら
に備える、項目３８に記載の方法。
（項目４５）
　伝達することは、上記電子信号を上記アクチュエータに無線で伝達することを備える、
項目４４に記載の方法。
（項目４６）
　変換器を作動させることは、電磁変換器を作動させることを備える、項目３８に記載の
方法。
（項目４７）
　変換器を作動させることは、圧電変換器を作動させることを備える、項目３８に記載の
方法。
（項目４８）
　圧電変換器を作動させることは、電流を上記変換器に印加し、該変換器の全長を横断す
る方向に該変換器を振動させることを備える、項目４７に記載の方法。
（項目４９）
　圧電変換器を作動させることは、電流を該変換器に印加し、該変換器の全長に対し、伸
長方向に該変換器を振動させることを備える、項目４７に記載の方法。
（項目５０）
　圧電変換器を作動させることは、電流を該変換器に印加し、該変換器の対向する面が反
対方向に振動するように、せん断モードで該変換器を振動させることを備える、項目４７
に記載の方法。
（項目５１）
　変換器を作動させることは、ユニモルフまたはバイモルフの複合変換器を作動させて、
曲げモードで振動させることを備える、項目３８に記載の方法。
（項目５２）
　変換器を作動させることは、対称的に構成される複合変換器を作動させることを備える
、項目３８に記載の方法。
（項目５３）
　変換器を作動させることは、該変換器の第２の端部で上記ハウジングに結合される該変
換器によって、該変換器の第１の端部で結合される上記質量要素を作動させることを備え
る、項目３８に記載の方法。
（項目５４）
　変換器を作動させることは、該変換器の外周の周囲で上記ハウジングに結合される該変
換器によって、該変換器の中心に結合される上記質量要素を作動させることを備える、項
目３８に記載の方法。
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（項目５５）
　変換器を作動させることは、該変換器の第１の表面に沿って配置される可撓性キャップ
を作動させることを備えることにより、上記質量要素が、該可撓性キャップを介して該変
換器に結合され、それによって、該変換器の振動は、該質量要素が、該変換器の振動の方
向を横断する方向に振動することを誘導する、項目３８に記載の方法。
（項目５６）
　変換器を作動させることは、該変換器が振動するように、該変換器に隣接して配置され
る少なくとも１つのコイルを流れる電流を誘導することを備える、項目３８に記載の方法
。
（項目５７）
　変換器を作動させることは、上記歯の少なくとも第２の表面に対し振動する少なくとも
１つの追加の変換器を作動させることを備える、項目３８に記載の方法。
（項目５８）
　振動を伝達することは、上記少なくとも１つの歯の表面を介して、着目周波数範囲にわ
たって一定の力を伝達することを備える、項目３８に記載の方法。
（項目５９）
　少なくとも１つの歯を介して、振動を伝導する装置であって、
　第１および第２のアーム部材を介して、少なくとも１つの歯の対向する面に沿って固定
されるように構成されるハウジングであって、該アーム部材が、そのそれぞれの表面に対
し強固に押圧される、ハウジングと、
　該ハウジングの中または上に配置され、かつ該少なくとも１つの歯と振動連絡する変換
器であって、それによって、該変換器によって生成される力が、該少なくとも１つの歯を
介して伝達可能となる、変換器と
　を備える装置。
（項目６０）
　上記第１および第２のアーム部材は、互いに向かって偏向されることにより、該アーム
部材は、そのそれぞれの表面に対し強固に押圧される、項目５９に記載の装置。
（項目６１）
　上記第１および第２のアーム部材は、少なくとも１つのスパン部材を介して接続される
、項目５９に記載の装置。
（項目６２）
　上記スパン部材は、上記少なくとも１つの歯の後面に対し載置されるように構成される
、項目６１に記載の装置。
（項目６３）
　上記スパン部材は、上記少なくとも１つの歯の咬合表面に対し載置されるように構成さ
れる、項目６１に記載の装置。
（項目６４）
　上記第１および第２のアーム部材は、それぞれ上記少なくとも１つの歯の舌面および頬
面に対し載置されるように構成される、項目５９に記載の装置。
（項目６５）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯に着脱可能に固定できる、項目５９に記載
の装置。
（項目６６）
　上記変換器と上記少なくとも１つの歯との間に配置されるインピーダンス整合層をさら
に備える、項目５９に記載の装置。
（項目６７）
　上記変換器と上記少なくとも１つの歯との間に配置される反射層をさらに備える、項目
５９に記載の装置。
（項目６８）
　上記変換器は、上記ハウジングの外面に沿って配置される、項目５９に記載の装置。
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（項目６９）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯に対し、上記ハウジングの内面に沿って配置さ
れる、項目５９に記載の装置。
（項目７０）
　上記ハウジングの中または上に配置され、上記少なくとも１つの歯と振動連絡する少な
くとも１つの追加の変換器をさらに備える、項目５９に記載の装置。
（項目７１）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の少なくとも舌面と振動連絡する、項目５９に
記載の装置。
（項目７２）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の少なくとも頬面と振動連絡する、項目５９に
記載の装置。
（項目７３）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の咬合表面と振動連絡する、項目５９に記載の
装置。
（項目７４）
　上記変換器は、該変換器に対し自由に移動可能な質量要素を有する電磁変換器を備える
、項目５９に記載の装置。
（項目７５）
　上記変換器は、該変換器に対し繋留される質量要素を有する電磁変換器を備える、項目
５９に記載の装置。
（項目７６）
　上記変換器は、該変換器の全長を横断する方向に振動するように構成される圧電変換器
を備える、項目５９に記載の装置。
（項目７７）
　上記変換器は、該変換器の全長に対し伸長方向に振動するように構成される圧電変換器
を備える、項目５９に記載の装置。
（項目７８）
　上記変換器は、該変換器の対向する面が反対方向に振動するように、せん断モードで振
動するように構成される圧電変換器を備える、項目５９に記載の装置。
（項目７９）
　少なくとも１つの歯を介して、振動を伝導する方法であって、
　第１および第２のアーム部材を介して、少なくとも１つの歯の対向する面に沿ってハウ
ジングを固定することであって、該アーム部材は、該少なくとも１つの歯のそれぞれの対
向する面に対し強固に押圧される、ことと、
　該ハウジングの中または上に配置される変換器を作動させることによって、該変換器を
該ハウジングに対し振動させることと、
　該歯の少なくとも１つの表面に振動を伝達することと
　を備える、方法。
（項目８０）
　固定ステップは、上記少なくとも１つの歯の頬面に沿って、上記第１のアーム部材を配
置するステップを備える、項目７９に記載の方法。
（項目８１）
　上記少なくとも１つの歯の舌面に沿って、上記第２のアーム部材を配置するステップを
さらに備える、項目８０に記載の方法。
（項目８２）
固定ステップは、上記変換器が上記少なくとも１つの歯に対し固定されるように、上記第
１および第２のアーム部材を互いに向かって偏向するステップを備える、項目７９に記載
の方法。
（項目８３）
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　変換器を作動させるステップに先立って、ユーザによって知覚される音声信号に対応す
る電子信号を受信するステップをさらに備える、項目７９に記載の方法。
（項目８４）
　変換器を作動させるステップは、上記電子信号に従って、上記変換器を振動させるステ
ップを備える、項目８３に記載の方法。
（項目８５）
　作動ステップは、電磁変換器を作動させるステップを備える、項目７９に記載の方法。
（項目８６）
　作動ステップは、圧電変換器を作動させるステップを備える、項目７９に記載の方法。
（項目８７）
　伝達ステップは、振動連絡が維持されるように、上記変換器と上記少なくとも１つの歯
の表面との間に配置される界面層を通じて振動させるステップを備える、項目７９に記載
の方法。
例えば、本発明はさらに以下の項目を提供する。
（項目１Ａ）
　少なくとも１つの歯を介して、振動を伝導する装置であって、
　該少なくとも１つの歯の少なくとも一部に適合した形状を有するハウジングと、
　該ハウジングの中またはその上に配置され、該少なくとも１つの歯の表面と振動連絡す
る変換器と、
　該変換器に結合され、かつ、該ハウジングに対し可動である質量要素であって、それに
よって、該質量要素の運動は、該少なくとも１つの歯の表面を介して伝達可能な力を生成
する、質量要素と
　を備える、装置。
（項目２Ａ）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯の対向する面に対し、堅固な態様で載置さ
れるように構成される少なくとも２つのアーム部材と、該２つのアーム部材を結合するス
パン部材とを備える、項目１Ａに記載の装置。
（項目３Ａ）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯に着脱可能に固定できる、項目２Ａに記載
の装置。
（項目４Ａ）
　上記スパン部材は、上記少なくとも１つの歯の後面に対し載置されるように構成される
、項目２Ａに記載の装置。
（項目５Ａ）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯の第１の側面に対し載置されるように構成
される少なくとも第１のアーム部材と、該第１および第２のアーム部材を結合するスパン
部材から延在する少なくとも第２のアーム部材とを備え、それによって、上記変換器の作
動は、そこに取り付けられる上記質量要素で該第２のアーム部材を動かす、項目１Ａに記
載の装置。
（項目６Ａ）
　上記ハウジングは、上記少なくとも１つの歯と適合した形状を有する口腔内装置を備え
る、項目１Ａに記載の装置。
（項目７Ａ）
　上記ハウジングの中または上に配置され、上記変換器と通信する電子アセンブリをさら
に備える、項目１Ａに記載の装置。
（項目８Ａ）
　上記電子アセンブリは、変換器と電気通信する電源をさらに備える、項目７Ａに記載の
装置。
（項目９Ａ）
　上記電子アセンブリは、上記変換器と電気通信するプロセッサをさらに備える、項目７
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Ａに記載の装置。
（項目１０Ａ）
　上記電子アセンブリは、聴覚信号を受信し、上記プロセッサと電気通信するマイクロホ
ンをさらに備える、項目９Ａに記載の装置。
（項目１１Ａ）
　上記電子アセンブリは、外部に配置された送信機アセンブリと無線通信する受信機をさ
らに備える、項目７Ａに記載の装置。
（項目１２Ａ）
　上記ハウジングの中または上に配置され、上記少なくとも１つの歯の第２の表面と振動
連絡する少なくとも１つの追加の変換器をさらに備える、項目１Ａに記載の装置。
（項目１３Ａ）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の舌面と振動連絡する、項目１Ａに記載の装置
。
（項目１４Ａ）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の頬面と振動連絡する、項目１Ａに記載の装置
。
（項目１５Ａ）
　上記変換器は、上記少なくとも１つの歯の咬合表面と振動連絡する、項目１Ａに記載の
装置。
（項目１６Ａ）
　上記変換器は、該変換器の全長を横断する方向に振動するように構成される圧電変換器
を備える、項目１Ａに記載の装置。
（項目１７Ａ）
　上記変換器は、該変換器の全長に対し、伸長方向に振動するように構成される圧電変換
器を備える、項目１Ａに記載の装置。
（項目１８Ａ）
　上記変換器は、該変換器の対向する面が反対方向に振動するように、せん断モードで振
動するように構成される圧電変換器を備える、項目１Ａに記載の装置。
（項目１９Ａ）
　上記変換器は、該変換器の第１の端部で上記質量に結合され、該変換器は、該変換器の
第２の端部で上記ハウジングにさらに結合される、項目１Ａに記載の装置。
（項目２０Ａ）
　上記少なくとも１つの歯の表面を介して伝達される力は、着目周波数範囲にわたって一
定である、項目１Ａに記載の装置。
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